
～主体性を大切にした保育～    

 

 

 

 

  

 

 

 

幼稚園の大きなプールでは、子ども達の歓声が響いています。 
６月９日には、伝統行事である「雨垂の谷のサワガニ捕り」がありました。民生委員さんなど地域の方が、たくさ

ん来てくださり、子ども達の安全を守りながら、優しく声を掛け、一緒にサワガニを見付けてくださいました。安心
に包まれながら大冒険を楽しんだ子ども達です。感動の７０％は自然体験からだそうです。地域のみなさん、素晴
らしい直接体験をありがとうございました。豊岡の良さをいっぱい感じることができました。 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

７月 園だより 
令和 ８年 ６月 ２９日 

磐田市立豊岡南幼稚園 

園長    加藤 むつみ  

園目標  

笑顔いっぱい やる気いっぱい 心豊かな広瀬っ子 

 

 

 

 

 

 
 

幼児期に身に付けたいことは・・・ 
1 歳頃は、何でもポイポイ投げ、2 歳頃は、いろいろなところから飛び

降り体を発達させます。障子を見たら穴を開けたくなり、白い壁には落書
きをしたくなります。必要な時期に必要な行動をできるだけ制限しないよ
うにしたいものです。 

幼児期に身に付けたいのは、「やってみたいという意欲や、こうしたらど
うなるんだろうという好奇心や探求心」です。それが将来学ぶ意欲につな
がります。 

いい子を求め、心にふたをした子にとって、いちばん大事なのは他人の
評価や他人の目になります。大人の都合による正論の押しつけは、子ども
の心をしぼませますね。 

 7 月 7 日は、七夕ですね。七夕は、中国から伝わった星祭です。織姫と彦星の星が天の川を挟んで、年に 1 度
だけ会えるという言い伝えから始まりました。幼稚園でも、絵本や紙芝居などで子ども達に七夕の由来を知らせ、
歌を歌ったり、笹に願い事や飾りを飾ったりして楽しんでいます。 

いろいろな素材や材料に興味をもち、用具を使って、その子なりに作る楽しさを味わえるように環境を整えて
います。保育者や友達が作っている七夕飾りをまねて作る子、自分なりに考え工夫して作る子・・・その子の発
達や興味、ペースに応じて進めています。どんな七夕飾りになるのか楽しみです。 

 活動後、カニ（折り紙）や
石作りが始まり、体験したこ
とを再現し始めた子ども達… 
石を動かしてカニが隠れてい
たら、当たり！というゲーム
を考えて遊びました。 

小学校の理科の先生に、子ども
達が飼育しているツマグロヒョウ
モンやモンシロチョウについて詳
しく教えてもらいました。子ども
達の質問にも丁寧に答えてもら
い、興味がより一層高まりました。 

Ｋ先生と 
どっちが高い

かな？ 

職員室に来て、 
背の高い保育者と 
貝殻の飾りの⾧さを 
比べっこ！ 

はさみに挑戦！ 
年少さんは、チョキンと 1 回切りから！ 
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